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当選者の発表は、記念品の発送をもってかえさせて
いただきます。

　　　　　　応募方法 　　　　　 ①答え　②氏名　③郵便番号・住所
④良かった記事・感想・ご意見を書いて、秘書広報室
へ送る

史
歴
の
山
津

正解者の中から抽選
で２人に当たる！  

７月号の正解 ５（応募31人、正解31人）

※広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。津山市が特に推奨等するものではありません。
　広告の内容について、詳しくは広告主へお問い合わせください。

有料広告ページ

記念品 図書カード

令和２年９月20日㈰当日消印有効 

避難所以外に避難する◯◯避難。
○に入る漢字２文字は？

８月号

Ｅメール　kouhou@city.tsuyama.lg.jp
ファクス　32-2152
は が き　〒708-8501 津山市役所秘書広報室行
※お便りの内容は広報紙やホームページで紹介す
　る場合があります

秋・冬のイラスト・絵手紙(※希望者には作品を返却)
絵を描いたはがきに、①氏名とふりがな ②ペンネ
ーム (ある場合）③住所 ④年齢 (学生は学校名・
学年も）を明記し送る

2020.９ 2627 2020.９

る
前
に
あ
っ
た
旧
苫
田
郡ぐ

ん

衙が

（
郡
の
役
所
）
を
取
り
壊
し
、

同
じ
場
所
に
新
た
に
美
作
国
府
を
建
設
し
た
こ
と
、
建
設
に

当
た
っ
て
平
城
宮
の
建
設
に
関
わ
っ
て
い
た
技
術
者
が
派
遣

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
、
最
初
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
土
器
で
、
食
器

と
し
て
日
常
使
わ
れ
て
い
た
土
師
器
の
「
杯つ

き

」
と
よ
ば
れ
る

も
の
で
す
。
こ
こ
で
注
目
し
て
も
ら
い
た
い
の
は
、
土
器
の

外
側
の
底
面
に
書
か
れ
た
「し

ょ
う
の
さ
か
ん

少
目
」
と
い
う
文
字
で
す
。

　

当
時
、
美
作
国
を
は
じ
め
地
方
の
国
に
は
、
中
央
か
ら

「
国こ

く

司し

」
と
呼
ば
れ
る
役
人
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
国

司
の
階
級
に
は
、
守か

み

・
介す

け

・
掾し

ょ
う・
目
の
四
等
級
が
あ
り
、「
目
」

は
主
に
公
の
出
来
事
の
記
録
と
公
文
の
原
案
の
作
成
な
ど
を

担
当
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
続
日
本
紀
』
の
宝

亀
６
年
（
７
７
５
）
３
月
２
日
の
条
に
よ
る
と
、「（
前
略
）

美
作
国
に
大
目
１
員
と
少
目
１
員
、（
中
略
）
を
置
く
」
と

記
載
さ
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
後
半
に
美
作
国
府
に
少
目
が

置
か
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、
土
器
の
持
ち
主
は
ま
さ
に
中
央
か

ら
派
遣
さ
れ
た
少
目
と
い
う
位
の
役
人
で
、
日
常
使
う
土
器

が
発
掘
さ
れ
た
こ
の
付
近
が
彼
の
生
活
の
場
所
で
あ
っ
た
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

　
当
時
、
中
央
か
ら
地
方
に
派
遣
さ
れ
た
役
人
の
日
常
の
暮

ら
し
ぶ
り
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

想
像
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　
津
山
市
を
中
心
と
す
る
岡
山
県
北
部
の
地
域
が
、
和
銅
６

年
（
７
１
３
）
に
備
前
国
か
ら
分
か
れ
、「
美
作
国
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
こ
と
は
、
知
っ
て
い
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
時
の
美
作
国
の
政
治
の
中
心
は
「
美
作
国
府
」
と
呼
ば

れ
る
施
設
で
、
現
在
の
総
社
地
内
、
国
府
台
寺
を
中
心
と
し

た
地
域
に
あ
り
ま
し
た
。

　
美
作
国
府
と
周
辺
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
岡
山
県
と
津

山
市
が
何
度
も
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
美
作
国
が
成
立
す

　
美
作
国
に
派
遣
さ
れ
た
役
人

問
津
山
弥
生
の
里
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
沼
）

☎
24
－
８
４
１
３


